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Ⅰ 調査の概要



１ 調査目的

高齢者介護分野におけるヤングケアラーの実態を調査し、ヤングケアラーと思われる子どもの

早期発見と支援につなぐ仕組みづくりを検討する資料とする。

２ 調査方法

（１）アンケート調査

「市町村高齢者福祉部門におけるヤングケアラーへの対応に関する調査」および「介護支援専門

員等におけるヤングケアラーへの対応に関する調査」（WEB調査）

（２）ヒアリング調査

｢ヤングケアラーと思われる子どもがいた」と回答した者のうち、了解が得られた介護支援専門

員、市町村担当者へのヤングケアラーの状況に関する聞きとり調査

３ 調査対象および回答数

市町村の高齢者福祉部門 １８市町村 （回答率 ７５％）

地域包括支援センターおよび指定居宅介護支援事業所の介護支援専門員 ２１９名

ヒアリング調査 （介護支援専門員７例 市町村２例 計９例）

４ 調査期間

（１）アンケート調査 令和４年８月１０日から８月２４日

（２）ヒアリング調査 令和４年１０月



Ⅱ 主たる調査結果



１「ヤングケアラー｣という
概念の認識について

「ヤングケアラーの概念を認識

している」と回答した市町村の

割合は、78.0％（全国96.2％）

で全国に比し低いが、「昨年ま

で認識していなかったが認識す

るようになった」と回答した市

町村は11.0％（全国3.8%）と全

国より多い状況であり、ゆっく

りと認識が進んできていると思

われる。
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たが認識するようになった

認識していない

「ヤングケアラー」という概念の認識（市町村）

徳島県 全国

市町村 認識している
昨年までは認識していな
かったが認識するように
なった

認識していな
い

全 国 96.2% 3.8% 0.0%

徳島県 78.0% 11.0% 11.0%



介護支援
専門員

言葉を知ら
ない

言葉を聞いたこ
とはあるが具体
的には知らない

言葉は知っている
が業務を通して特
別な対応はしてい
ない

言葉を知ってお
り業務を通して
意識して対応し
ている

全 国 3.3% 10.0% 57.8% 28.9%

徳島県 0.9% 11.9% 68.5% 18.7%
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言葉を知っており業務を通して意識
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「ヤングケアラー｣という概念の認識（介護支援専門員）

徳島県 全国

｢言葉を知っており、業務を通し

て意識して対応している」と回答

した者の割合は、18.7％（全国

28.9％）で、全国に比し低い。

介護支援専門員の８割が業務の中

でヤングケアラーを意識していな

いという結果であった。

全国調査でも、福祉・介護・

教育等関係者のヤングケア

ラー概念の認知度が低いこと

が課題となっているが､本県

も介護の分野では同様である。



２ 直近１年間でヤングケアラーと思われる子どもがいたか
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わから
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直近1年間でヤングケアラーと思われる子どもの有無

（介護支援専門員）

徳島県 全国
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徳島県 全国

市町村 いた いなかった わからない

全 国 13.1% 61.3% 25.5%

徳島県 11.0% 45.0% 44.0%

介護支援
専門員

いた いなかった わからない

全 国 6.7% 88.9% 4.4%

徳島県 2.7% 92.7% 4.1%



高齢者介護等に起因するヤングケアラーの存在

➢ 今回の調査で、祖父母等の介護を担っている子ども（ヤングケア

ラー）が少数であるが存在していた。

➢ 直近１年間にヤングケアラーと思われる子どもが「いた」と回答した

割合は、市町村11.0％、介護支援専門員2.7％と、両者とも全国に比し

低い結果であった。特に介護支援専門員は全国調査の結果6.7％の半分

以下であった。

➢ ヤングケアラーが存在する割合は､地域により異なるのでなく､同程度

存在すると言われている。また、今回調査での関係者のヤングケア

ラーへの認識程度や高齢化率が高い本県の状況を考えると、潜在して

いるヤングケアラーがいると推察される。



３ ヤングケアラーと思われる子どもの状況
～ヒアリング調査事例（９事例）から見えてきたこと～

① 高齢者介護に起因するヤングケアラー少数であるが存在していた。

・その子どもたちは、他に介護する人がいない等の理由で、祖父母等の介護をしていた。

・祖父母等の介護度は最重度・重度が１／３、中度が１／３で、認知症の方が半数いるな

ど、かなりの介護を要する状態であった。

・介護はほぼ毎日で、介護している期間は、約半数が５年以上と長期間であった。

・担っているケアは、見守りが最も多く、次いで食事の準備、洗濯等の家事､感情面のサ

ポートであった。また、身体介護では排泄や入浴介助も担っていた。

この過度の負担が、子どもたちの発達や生活に大きな影響を与えていること は,容易に想像

できる。



② 介護支援専門員､市町村担当者は、子どもたちの多くは挨拶をしてくれるなど､よい

子であるが精神的不安定さがあるという印象を持っていた。

また、ヤングケアラー本人から相談されることはなかった。

③ 子どもとの接触状況は、「挨拶をしたことがある」が4例、「話をしたことがあ

る」が3例で、「介護者のことを話した」というのは１例のみであった。

ヤングケアラーでないかと考えていても、積極的に話しかける､相談相手になる等の

関係までには至らず、一歩踏み出すことの難しさがうかがえた。

④ ヤングケアラーでないかと気づいたのは、通常の相談業務の中で、訪問時よく家

庭にいる状況や家族の構成員の少なさ、家族の持つ介護力の問題等から判断した

事例が多かった。



⑤ 介護支援専門員は、ショートステイ等の介護保険サービスの追加導入や親類等の協力を

得る調整を行うなど介護負担軽減の支援を行っていた。

一方､複雑な家族の問題や解決しにくい問題等もあり、ヤングケアラーへの具体的な支援

策が提案できず、もどかしさを感じたという意見もあった。

また、家族からは、利用者以外の家族について関わることに対し、理解を得られにくい事

例もあった。

⑥ 介護支援専門員は、ヤングケラーの存在に気づき、関係機関に相談連絡を取っているが、

関係機関のヤングケアラーへの理解が十分でなかったことや利用できるサービスがない等

で協力が得られず、対応に苦慮しており、要保護児童対策地域協議会等の外部機関と連携

した支援にはつなげられていない現状であった。

一方、市町村高齢福祉課担当者が把握したケースは、平時の関係性をベースに、庁内各課

との連携が取られ、子ども担当課､学校等教育関係者等との連携ができていた。また、具体

的なサービスの提供が困難であっても、定期的に要保護児童対策地域協議会等を活用し、

情報の共有と連携した見守り支援を行う体制がとられていた。



⑦ ヤングケアラーを長年支援してきた介護支援専門員は、「介護支援専門員

がヤングケアラーの疑いに気づいても、何を行い、どこにつないだらいいのか

わからない。」と悩んでいた。

このことを行政関係者、介護支援専門員は、それぞれの地域で検討し、実践し

ていく力量をつけていくことが求められる。



４ ヤングケアラー支援の課題等
～自由記載の主な意見（市町村・介護支援専門員等）～

① ヤングケアラーの把握をどうするか

（実態把握ができていない）

② 本人等の自覚がない中で把握することの難しさ

③ 支援につなぐ窓口、相談先が明確でない。

(市町村：主にどの課が担当するかの判断が難しい)

④ 関係機関と連携した支援の必要性とその仕組みづくり、学校

等教育機関の連携が課題

⑤ 家族の問題に介入することの難しさ

⑥ 介護サービスの限界

⑦ 情報の共有、個人情報の取り扱い



① 家庭訪問等の業務の中で、ヤングケアラーに気づき、関係機関に

つなぐ。

② 必要な支援が受けられるよう本人・家族との信頼関係をつくる。

③ 介護保険サービスの利用調整

④ 行政、関係機関等と連携し､支援策を検討する。

⑤ 担当者会議の活用

⑥ 今の業務が忙しく、ヤングケアラー支援までできるかどうか難しい

介護支援専門員が、現在の業務の中でできる具体的支援

次のような意見が多かった



Ⅲ 今後求められる取組
（詳細は報告書参照）

１ ヤングケアラー支援に関する普及啓発 (研修・学びの機会の推進)

２ ヤングケアラーと思われる子どもを「早期発見・把握」する体制の強化

３ 関係機関へ「つなぐ」方策の検討と強化

４ ヤングケアラー支援における介護支援専門員等の役割とその技術の向上

５ 市町村における取組みの推進

６ ヤングケアラー支援の資源づくり

７ 介護支援専門員職能団体としての役割



・ 国のプロジェクトチーム報告に 「ヤングケアラーは家庭内のデリケートな

問題であること､本人や家族に自覚がないといった理由から、支援が必要で

あっても表面化しにくい構造になっている。支援を行うにあったては、アウト

リーチにより、潜在化しがちなヤングケアラーを早期に発見することが重要

である。」とされている。

・ 介護支援専門員は、定期的に家庭を訪問し、生活の現場で利用者や家族の

状況を把握するという仕事の特性からヤングケアラーに気づきやすい専門

職であるといえる。また、祖父母のケアを担うヤングケアラーは、学校現場で

は気づきにくいという指摘もあり、介護支専門員による「早期発見・把握」が

期待される。

２ ヤングケアラーと思われる子どもを「早期発見・把握」
する体制の強化



・ 今後、介護支援専門員等が研修等を通し、ヤングケアラーへの理解を深め

業務にあたることにより、高齢者介護に起因するヤングケアラーの早期発見・

把握が進むと思われる。

・ 国においても、法定研修カリキュラムの見直し等が検討されており、ヤング

ケアラー発見のための着眼点等の内容が盛り込まれる予定である。



① 「高齢者介護現場にはヤングケアラーが存在する」という認識を持って、業務

に取り組む。

② 家族の構成員の少なさや家族の持つ介護力問題の有無等を考えた家族全

体のアセスメトを行う。

③ ケアの負担度とケアが必要な期間が長期にわたるか等の先の予測を行う。

④ 家庭訪問時、家庭にいる様子があれば子どもが介護を担っていないか等の

情報を収集する。また、子どもを気にかけ、話かけをしていくなど関係性をつ

け､本人の思いや要望を確認する。

今回の調査から、介護支援専門員等が「ヤングケアラーに気づく留意点」に
は、次のようなことが考えられた。



４ ヤングケアラー支援における介護支援専門員等の役割と
具体的取組の推進

① ヤングケアラーに気づく､状況を把握する。

日々の業務の中で、今回の留意点等を参考にヤングケアラーと思われる子どもに早期

に気づく。そして、介護や家族の状況、本人家族の思い等を把握し、問題の適正なアセ

スメントを行う。（アセスメントシート等の活用の検討）

② ヤングケアラー本人に寄り添い見守る､話を聞く。

今回の調査では、具体的な支援策が提供できないことをもどかしく感じる等の意見が

あったが、子どもを気にかけ話し相手になるなど、精神的負担の軽減を図る支援は重

要な役割と思われた。

徳島県ヤングケアラー実態調査速報(令和4年12月)においても、７～８割の子どもが誰

にも相談した経験がなく、支援の在り方が課題となっていたが、家庭でいる子どもに

話しかけ、相談相手になっていくことが求められる。



③ 本人や家族の思いを尊重しながら介護負担軽減のため支援を考えていく。

子どもが「介護力」と見なされ､居宅サービスの利用制限が行われることが課題となっ

ていた。

国においては、子どもを「介護力」とみなした福祉サービスの不適切な利用調整がさ

れないよう周知しており、現場での具体的解釈について､市町村等と 検討していくこと

が求められる。

④ ヤングケアラー支援につなぐ

様々な関係機関・団体と連携し、継続して見守り支援していく一員になる。

（既存の要保護児童対策協議会への参画等）
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